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「達成感」を味わう学習活動
オリンピックイヤーの平成２４年の夏、国民に各種報道機関がそれぞれの特色や工夫を凝らして、オリ

ンピックの魅力を伝えてくれ、多くの感動を味合わせてくれたロンドンオリンピックが終わった。あらゆる

視点から多くのことを感じ取ることができた。

２０日東京の銀座で、過去最高の人出５０万人を集めた凱旋パレードが行われた。私は、ニュースでパ

レードの報道を観戦し、物事を成し遂げた選手の透き通った笑顔、一目見ようと集まった観衆の澄んだ

目と心、選ばれたほんの一握りの選手と、いろいろな形で支え応援した国民が、一つになった素晴らし

いイベントを見て、心に「ホッと」する物を感じた。それは、頑張った物が報われ、支えてくれた人へ感謝

する。正に「ＯＮＥ ＦＯＲ ＡＬＬ ＡＬＬ ＦＯＲ ＯＮＥ（一人は皆のために、皆は一人のために）」の社会

の一場面を見たからかもしれない。

２学期の重点指導を次の３点とし「通って良かった、通わせて良かった」と言われる学校を目指しま

すので、一層のご理解とご協力をお願いします。

１、「達成感」のある学習活動
※広辞苑：「達成」成し遂げる。「達成感」とは、物事を成し遂げたことで得られる満足感

児童一人一人が自分を理解し、目標を定め達成に向け努力を根気よく継続する。そして、人は、皆違

うことを理解し違いを認め、苦手な所を援助し、自分の良さを更に伸ばし、苦手な所を支えてもらいな

がら、自分を磨く。そんな八基小学校の児童集団を更に更に築いていきたい。そのためには、「達成感」

を味わう学習活動が不可欠である。

２、「節度と集中」のある生活

運動会・親善運動会・修学旅行・持久走大会・音楽会等大きな行事等が目白押しである。行事のことで

頭の中がいっぱいになり、教科の学習に集中できない児童が中には見られる。気持ちを切り替え節度

と集中のある生活をする。

３、「交通事故や不審者等」から身を守る

日没が早くなるため、交通事故や不審者等から身を守り、安全な登下校をする。

「夢 七訓」

夢なき者は理想なし・理想なき者は信念なし・信念なき者は計画なし・計画なき者は実行なし

実行なき者は成果なし・成果なき者は幸福なし・ゆえに幸福を求める者は夢なかるべからず

【給食費や教材費】 毎月５日迄に引き落としができますようご協力をお願いします。

９ 月 行 事 予 定 １ ０ 月 行 事 予 定
３（月） 漢字検定 運動会練習開始 身体測定 公園清掃 １（月） 登校指導 公園清掃

４（火）避難訓練 ２（火） 登校指導 ６年生親善運動会

７（金）クラブ活動 ３（水） 登校指導 ６年生親善運動会予備日

１０（月）一斉下校 ４（木） ４年生社会科見学

１４（金）短縮５時間授業（１～４年生下校） 運動会準 ５（金） 就学時健康診断 特別日課４時間授業

備（５・６年生） ８（月） 体育の日

１５（土）秋季大運動会 弁当持参 日体大チアリーダー １２（金） 修学旅行説明会 １・２年生活科見学

部来校 ３・５年生社会科見学 クラブ（４・６年）

１７（月）敬老の日 １５（月）全校朝会

１８ ～ ２８ 特別日課（親善運動会練習のため） １９（金）長縄大会 クラブ

２１（金） クラブ ２２（月）音楽集会 通学路点検 一斉下校

２２（土）秋分の日 ２４（水）６年生修学旅行 ４年生深谷市小学校音楽会

２４（月）振替休業日 ２５（木）６年生修学旅行 ＰＴＡ給食試食会

２８（金）委員会活動 ２６（金）クラブ

２９（月）漢字検定

エアコン設置！
平成２５年度設置予定を繰り

上げ、本年度の２学期に使用で

きるよう設置していただきまし

た。節電に努めながら学習効果

を上げ期待に応えて参りたいと

と思います。

子ども議会で質問！ 去る８月２日（木）深谷市議会議場

で、６年生の大類愛実さんが「よ

りよい青淵公園を目指して」と題

して質問をいたしました。

主な質問は、

・強い日差しをやわらげる木陰を

つくる。・小さい子どもが安全に

楽しめる水遊び場等でした。

（質問する大類愛実さん） 八基を愛する気持ちが伝わりま

した。

あってはならない児童生徒の「いじめ

・暴力」が、社会問題となっているのはご

承知の通りです。

本校では、「人は皆違う、その違いを理

解し、認め、支え合い、磨きあう」児童集

団を育成すべく日々の教育活動に取り組

んでいます。人が成長する過程では、トラ

ブルは当然あり、トラブルは自己解決や

友達や家族等の手を借りて解決すること

も重要な方法です。

しかしながら、解決できない場合がありま

す。その場合は、身近にいる周りの人々が

気づき対処してあげなければなりませ

ん。 いじめや暴力等の撲滅は、早期発

見、迅速な対応が最も重要です。学校・家

庭・地域が情報を共有し、迅速な対応が

できますようご協力をお願いします。

「いじめ・暴力」絶対に許さない！！
「いじめ」の定義

個々の行為が「いじめ」に当たるか否かの判断は、表面的・形式的に行うことなく、いじめら

れた児童生徒の立場に立って行うものとする。

「いじめ」とは、「当該児童生徒が、一定の人間関係のある者から、心理的、物理的な攻撃を

受けたことにより、精神的な苦痛を感じているもの。」とする。なお、起こった場所は学校の

内外を問わない。

(注 1)「いじめられた児童生徒の立場に立って」とは、いじめられたとする児童生徒の気持ち

を重視することである。 (注 2)「一定の人間関係のある者」とは、学校の内外を問わず、例

えば、同じ学校・学級や部活動の者、当該児童生徒が関わっている仲間や集団(グループ)

など、当該児童生徒と何らかの人間関係のある者を指す。 (注 3)「攻撃」とは、「仲間はず

れ」や「集団による無視」など直接的にかかわるものではないが、心理的な圧迫などで相手

に苦痛を与えるものも含む。 (注 4)「物理的な攻撃」とは、身体的な攻撃のほか、金品をた

かられたり、隠されたりすることなどを意味する。

(注 5)けんか等を除く。

（文部科学省「平成１８年度児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」より抜粋）

今年も埼玉工業大学より応援！
今年の夏休みも昨年と同様に、埼玉工業大

学の学生をボランティアで招き、学習の補助

をお願いいたしました。学習は、水泳と算数・

国語の学習をしました。算数は、計算の復習

及び挑戦。国

語は、表現力

を高めること

をねらいテー

マに沿った作

文を書き、友

達の前で大き

な声を出して

発 表 す る な

ど、水泳の学

習とともに大

きな成果を上

げることがで

きました。


